




















The purpose of this research is to understand the urban space of Edo and to clarify the urban space of the 
post town created in connection with the people living in the post town by reading the different areas of 
"Shubiki and Sumibiki". It is to be. By analyzing the different areas of "Shubiki and Sumibiki" and analyzing 
the urban space with different dominant structures, and the people who move around and live on the land 
from a historical perspective, a new perspective to unravel the urban space. 







































































































図 2 品川の月 喜多川歌麿画 
（２）宿場に生きる人々 
品川宿には源次郎という、悪党が暮らしていた。素行
の悪さから親元を追い出された十四歳の源次郎は、墨引
の手前、品川宿へと向かった。彼はその後捕縛された四
十二歳の時まで、品川の宿場社会において、多様な生業
の機会を得て、普通の民衆の一員として、人生の大半を
この品川で過ごしたと言う。このように都市としての機
能をも兼ね備えた宿場町には、「悪党」のような者でも
紛れて生活できるだけの空間が存在していたと言える。 
（３）朱引・墨引における宿場町の都市空間 
品川宿には、景勝地・御殿山といった桜の名所も存在
した。品川は異なる領域の支配構造が複雑に入りくんで
おり、そのような中でも都市としての役割を持ち合わせ、
にぎわいを見せていた。 
 
５． 結論 
朱引と墨引の異なる領域の間には、複雑な支配構造の
元で、異なる多様な領域の中に存在していた。様々な人々
が行き交い、都市としての機能を全て兼ね備えている。
町奉支配のおよばない朱引の外であり江戸御府内とされ
ている墨引の中には、飯盛旅籠屋を例とし、遊女商売に
よってのにぎわいもみせた。また旅籠屋のほかにも多く
の商売が展開されており、その種類は江戸市中と比べて
も遜色ないほどであった。数多くの商店や職人、また漁
業なども盛んであり、悪党のような者でも紛れて暮らせ
るほどの都市空間が構築されていたと言える。 
このように朱引と墨引の異なる領域の間には、独自の
都市空間が形成されていた。そして、その空間には品川
宿などの宿場町が存在し、悪党をも含み込んで成り立つ、
最も都市らしい都市が形成されていたと言えるのではな
いだろうか。 
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